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経営学的暗黙知の創造に役立つ情報






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（ 1 ） 形式知とは文章その他によって表現できる知
識のことである。
（ 2 ） 暗黙知とはマイケル・ポランニー（Michael 
Polanyi）によって提唱された概念で言葉に
言い表せない知識のことである。






















（ 7 ） 無目的情報とは明確な利用目的を持たない情
報のことである。意思決定に利用する情報以
外の多くの情報がここに含まれる。




（ 9 ） 知的刺激は筆者の命名である。企業に属する
個人が、技術・技能・ノウハウ・世界観等の
暗黙知を形成・創造する際に役立つ刺激とし
ての情報のことである。
（10） 経験にはさまざまな理解がある。本稿におけ
る経験とは、なにごとかに直接ぶつかり、そ
こから技術・技能・ノウハウ等を得ることと
している。経験論哲学のように知識の源泉
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が理性よりも経験にあると主張するものでは
ない。しかし、理性的な知識創造のみが強調
されすぎるのも問題であると考えるものであ
る。
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